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研究成果の概要（和文）：看護学生を対象とした共感疲労に関するストレスマネジメント教育プログラムを開発し，そ
の効果を検討することを目的とする。看護学生に対しプログラムの研修会を実施し、前後に質問紙調査を実施した。同
じ対象に半年後にフォローアップ研修会を実施し学習内容を振り返る機会とした。看護学生は実習でストレスを感じて
おり、共感疲労も高い傾向であった。ストレスマネジメント教育プログラム内容では、仲間同士の支え合いが効果が期
待されることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a stress management education program for 
compassion fatigue of student nurses's Secondary strss and evaluate its effects. We held a training 
session for student nurses who participated in this program and asked them to fill out a questionnaire 
before and after the program. After half a year, we held a follow-up training session for the same 
student nurses as an opportunity for them to look back what they learned from the program. Student nurses 
were found to feel stress from the hands-on training and their compassion fatigue appeared to be high. 
The stress management education program found that students' mutual support was effective in reducing 
their compassion fatigue.
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キーワード： ストレスマネジメント　看護学生　共感疲労　二次的ストレス

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の出発点は，看護職の精神的健康

に影響を及ぼす要因として，対人援助職に

おける二次的ストレスとしての共感疲労の

問題にある。看護の現場においては，慢性

的な人手不足に加え，入院患者の重症化・

高齢化など職場の環境は厳しい。看護職の

仕事は労働負荷量が大きく，仕事のコント

ロールが低いことが報告されており(原

谷・川上・荒記，1996)ストレスの高い仕

事だといえる。看護職を含む対人援助職の

職務の特徴として，米国の社会学者

Hocschild(1983)のいう感情労働という点

があげられる。つまり，自分の感情を抑え

て相手の心に寄り添い，相手の満足感，感

謝や安心，信頼といったプラスの感情を引

き出すとともに，恐怖やあきらめ，怒りな

どのマイナスの感情を起こさせないように

することが求められている。相手にどんな

無理難題を突き付けられても，自分の感情

を抑えて穏やかに対応しなければならない。

相手の心に共感することが求められるが，

共感するのは良い感情だけではない。感情

労働にともなうストレス反応は共感疲労

(Figley,1995)といわれ，バーンアウトや精

神疾患の原因とされる。共感疲労は二次的

ストレスとも説明され，他者が経験した外

傷性出来事について知ることにより，苦し

んでいる人を援助することや援助したいと

思うことから生じる。 

さらに Figley(1999)は，実務にあたる専

門職は学生や実習生にこういった危険性に

対する心の準備を促す特殊な責務を負って

いると指摘している。まずは基礎教育過程

でストレス，バーンアウト，共感疲労につ

いて教えることを提言している。特に看護

教育では，臨地での実習時間が多く，実践

を通して学ぶことが多い。また，1 人の受

持ち患者に深く関わることが多く，生活体

験の乏しい看護学生は，患者の心に共感し，

二次的ストレスである共感疲労を生じやす

い。学生時代から共感疲労を生じる過程を

学び，メンタルヘルスのためセルフケアの

知識やスキルを教育していく必要がある。

一方，Stamm(2002)の一連の調査の中で，あ

る人が共感疲労を経験するリスクが高いの

に，同時に高い共感満足を経験しているこ

とが示唆され，自分の活動が援助対象者の

利益になっていると信じられれば，共感疲

労やバーンアウトに陥る危険度が高くても，

共感満足を高く維持できるとしている。警

察官における調査では，二次的ストレスを

強く経験した者ほど，被害者に対応するこ

とで生きがい感や成長感といった前向きな

感情を強く感じていたとの報告がある(上

田,2006)。共感疲労や二次的ストレスの問

題が，ただ単に援助者の負担を減らせばい

いというものではなく，共感的な関わりの

結果として，支援者は共感満足と同時に共

感疲労を経験する(福島,2010)。こうした報

告から看護の対象に関わる場面で共感疲労

と共感満足が共存していると考えられ，視

点を変えることが有効といえる。 

本研究代表者は，これまで，看護職のス

トレスについての研究に取り組み，キャリ

ア発達とストレスコーピング方略の関連で

職業認識を高めることのコーピング能力の

向上，バーンアウトに関わる緩衡要因とし

てハーディネスという心理特性のストレッ

サーへの効果，グリーフ・ストレス(看護職

の悲嘆・喪失感に伴うストレス)が共感疲労

を生じる過程において，体験への意味づけ

が緩行効果を生じることを明らかにした。

その結果，ストレスマネジメントのための

セルフケアのスキルを強化することが重要

であるということにたどり着いた。それに

は，看護職として働きだしてから開始する

のではなく，看護基礎教育機関でトレーニ

ングすることで，リアリティショックによ

る早期離職をも防止できるのではないかと



考える。渡辺・中村・馬場・眞野(2007)は，

我が国の看護職を対象とした体系化された

ストレスマネジメントに関する研究の文献

研究を実施し，ストレスマネジメントに取

り入れる要素として８つの要素を抽出して

いる。まず，「集団で行う」であり，個人的

に行うより小グループの集団で継続的に行

うことの効果を報告している。また，「サポ

ートメンバーを作る」ということの有効性

も示しており，集団研修のグループがサポ

ートグループとなる可能性もある。また，

ピアサポートの体制が重要であることが示

唆される。アプローチ技法としては「認知

行動療法的手法の活用」としている。本研

究のキィとなる意味の付与についても，自

分の中に生じたネガティブな認知を再検討

し変えていくためには有効と考えられる。 

本研究では，以上の報告を参考にし，看

護学生にメンタルヘルスに関する知識につ

いてのプレテストを実施後，看護学生向け

の教育研修プログラムを実践する。まず二

次的ストレスである共感疲労のメカニズム

についての知識を提供する。検討する材料

となるのは，Hocschild(1983)が述べている

感情労働における自分と自分の仕事が一体

化されてしまう問題，働きかける相手と気

持ちがそぐわないという問題，自分の本当

の気持ちを抑えて演技を行うという問題が

ある。常に感情を意図的にコントロールし

ていると自分自身の本当の感情が見えにく

くなる。そのため，感情を開放するトレー

ニングを選択する。また，共感疲労は共感

満足と共存すると考えられることから，行

動に対する視点を転換し，意味付けするこ

とが有効と考えられる。研究代表者の研究

の結果では，他者に話すことが緩行要因と

して機能していた。さらに，参考となるの

は認知行動療法的なアプローチがある。ま

た，二次的ストレスのストレッサーに晒さ

れた直後は，リラクセーションの技法を実

施出来ると有効と考える。 

 
２．研究の目的 
看護職として勤務する前の看護学生の頃 

に二次的ストレスとしての共感疲労の存在
に気づき，ストレスマネジメントのスキル
を身につける教育研修プログラムの開発・
検討を本研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
１）ストレスマネジメント教育研修プログ

ラム案 1の作成 

①共感疲労とストレスのメカニズムについ

ての講義 

②感情を開放するワーク 

③認知行動療法をもとにした自己分析 

④ピアサポートについて 

⑤リラクセーションワーク 

以上 5 つの内容をもとにストレスメネジメ

ント教育研修プログラム案を作成した。 

２）ストレスマネジメント教育研修プログ

ラム案 1の実施 

研究協力に同意を得られた２校の看護学

生の７７名に対しプログラムを実施した。

対象校の責任者と相談し 60 分から 90 分の

に内容を組み立てることになり上記②を除

く内容でプレゼンテーションを作成し，演

習を含めながら実施した。実施後半年後に

フォローアップ研修を 60 分程度で実施し

た。 

３）ストレスマネジメント教育研修プログ

ラム案1実施前後とフォローアップ研修後

の調査 

①実施前のプレテスト 

・看護場面におけるストレス状況および共

感疲労の程度を測定する。 

・日頃のストレス対処法について確認する。 

②実施後の調査 

・研修内容の理解度を確認する。 

・セルフケアに活用できそうかを確認する。 

③フォローアップ研修後 

・研修内容の知識の定着度を確認する。 

・セルフケアへの活用を確認する。 



 
４．研究成果 
実施前のプレテストによると看護学生ら

は臨地実習における看護場面でストレスを
多く感じていた。共感疲労についても中以
上感じている者が多かった。 
ストレスマネジメント教育プログラム案

では,ピア・サポートである仲間同士の支援
の必要性について理解度が高くまたセルフ
ケアにも活用できるとする者が多かった。
現在，調査結果の分析と共にストレスメネ
ジメント教育研修プログラム案 1について
評価・修正を実施している 
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